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五城目町観光PRキャラクター
だまこちゃん

五城目小に元気な55人が入学
４月７日、五城目小学校の入学式が行われました。
新１年生は、保護者、在校生、教職員、来賓らが見
守る中、仲間や上級生と仲良く勉強したり、遊んだり
することを約束し、小学校生活のスタートを切りました。
ご入学おめでとうございます。

今月のひとコマ



　

町
で
は
、
雇
用
創
出
や
地
域
活
性
化
の
指
針
と
な
る
「
五
城
目
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
昨
年
１
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
戦
略
の
目
標
達
成
に
向
け
て
「
し
ご
と
づ
く
り
」、「
移
住
・
定
住
対
策
」、「
少
子
化
対
策
」
な
ど
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
取
り
組
む
方
は
、
受
付
期
間
内
に
担
当
す
る
課
へ
申
請
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
様
式
を
準
備
し
て
い
ま
す
）
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
　
町
の
地
方
創
生
関
連
事
業
一
覧

※申請内容を審査し、予算の範囲内で補助金の交付を決定します。

♦ご相談は花咲かせ隊へ
町では、少子化対

策の取り組みとし
て、「五城目町花咲か
せ隊」を立ち上げま
した。花咲かせ隊は、
少子化の大きな要因
の一つである未婚化・晩婚化の進行
に歯止めをかけるため、独身男女の
出会い・結婚支援を行います。
花咲かせ隊は、結婚に踏み出せな

い男女の引き合わせや親御さんとの
相談・身上書交換を行うなど、仲人
的なお世話をします。みなさんどう
ぞお気軽にご相談ください。

五城目町花咲かせ隊のメンバー
（敬称略）

　❶　小玉　輝雄（町　　村）
　❷　嶋崎　文雄（大　　川）
　❸　松橋　勇子（浅 見 内）
　❹　高濱　里美（ななくら）
　❺　椎名　志保（田　　町）
　❻　島崎　英紀（下 樋 口）
　❼　猿田美枝子（樋　　口）
　❽　佐々木聖子（岡本１区）
　❾　畠山　利信（千　　日）
※�個人情報は厳守しますのでご安心
ください。

♦新婚さんに24万円を助成
結婚に伴う住居の取得費や賃貸

費、引越し費用に対して補助金を交
付します。
【対象世帯】
❶�婚姻届を来年２月28日までに提出
した夫婦で、世帯の合計所得が
340万円未満の世帯
❷�住居が五城目町内にあり、五城目
町に住所を有する夫婦
❸�他の公的制度による家賃補助等を
受けていないこと
【補助限度額】
　１世帯あたり上限240,000円

お問い合わせ
「五城目町花咲かせ隊」窓口
まちづくり課（☎852・5342）
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10

空
き
家
を
利
活
用
し
、
移
住
定
住
を
推
進
す
る
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
支
援
し
ま
す

空
き
家
を
利
活
用
し
た
公
開
リ
フ
ォ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
等

を
実
施
す
る
方
に
対
し
て
、経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

・
補
助
率　

10
分
の
10

・
交
付
限
度
額　

�

１
件
に
つ
き
25
万
円

　

町
外
か
ら
移
住
さ
れ
た
方
ま
た
は
移
住

予
定
の
方
（
転
入
後
３
年
を
経
過
し
て
い

な
い
方
）

９
月
29
日
㈮
ま
で

（
町
住
民
生
活
課

☎
８
５
２･

５
１
１
２
）

８

地
域
の
抱
え
る
課
題
を
地
域
住
民
が
担
い
手
と

な
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
活
用
し
て
解
決
し
て

い
く
事
業
活
動
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
の

立
ち
上
げ
を
支
援
し
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
等
に
係
る
経
費

の
一
部
を
支
援
し
ま
す

・
補
助
率　

10
分
の
８
～
10
分
の
10

・
交
付
限
度
額　

�

１
件
に
つ
き
50
万
円

今
年
度
中
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を

新
た
に
開
業
す
る
団
体
等
（
開
業
後
、
１

年
未
満
の
団
体
も
含
む
）

９
月
29
日
㈮
ま
で

（
町
ま
ち
づ
く
り
課

☎
８
５
２･

５
３
６
１
）

７

町
外
か
ら
移
住
し
、
「
起
業
」
や
「
事
務
所
移

転
」
を
す
る
方
の
家
賃
や
除
排
雪
作
業
の
た
め
の

経
費
を
支
援
し
ま
す

家
賃
及
び
除
排
雪
作
業
の
た
め
の
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す

・
補
助
率　

２
分
の
１

・
交
付
限
度
額　

１
件
に
つ
き
12
万
円

町
外
か
ら
移
住
し
、
今
年
度
中
に
起
業
や

事
務
所
移
転
す
る
方

９
月
29
日
㈮
ま
で

（
町
ま
ち
づ
く
り
課

☎
８
５
２･
５
３
６
１
）

６

「
起
業
」
す
る
方
を
応
援
し
ま
す

起
業
の
た
め
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

・
補
助
率　

２
分
の
１

・
交
付
限
度
額　

１
件
に
つ
き
50
万
円

五
城
目
町
に
３
年
以
上
連
続
し
て
住
所
を

有
す
る
方
で
、
今
年
度
中
に
起
業
す
る
方

９
月
29
日
㈮
ま
で

（
町
ま
ち
づ
く
り
課

☎
８
５
２･

５
３
６
１
）

９

町
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

セ
ン
タ
ー
の
旧
理
科
室
を
複
数
の
方
で
一
緒
に
使
用
し

て
い
た
だ
け
る
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
お
貸
し
し
ま

す・
設
備　

机
、
イ
ス
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

・
使
用
料　

�

１
人
１
か
月
当
た
り
７
、０
０
０
円（
税
込
み
）

※
使
用
は
１
か
月
ご
と
に
な
り
ま
す

セ
ン
タ
ー
２
階
の
旧
理
科
室
を
他
の
方
と

共
同
で
事
務
室
と
し
て
使
用
し
た
い
方

随
時
受
付
し
ま
す

（
町
ま
ち
づ
く
り
課

☎
８
５
２･

５
３
６
１
）

４ １ №

空
き
店
舗
を
利
用
し
て
お
店
を
開
業
す
る
方
を
応

援
し
ま
す

新
商
品
の
開
発
や
既
存
商

品
の
改
良
、
商
品
の
宣

伝
、
販
路
開
拓
等
を
新
た

に
行
う
方
を
応
援
し
ま
す

項　
　
　
　

目

改
修
に
要
す
る
工
事
請
負
費
等
の
経
費
、
建
物
や
来
客

用
駐
車
場
の
賃
借
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

・
補
助
率　

２
分
の
１

・
交
付
限
度
額　

�

１
件
に
つ
き
50
万
円

新
規
商
品
の
開
発
、
既
存
商
品
の
改
良
、
宣
伝
、
販
路

開
拓
等
の
た
め
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

・
補
助
率　

２
分
の
１

・
交
付
限
度
額　

１
件
に
つ
き
25
万
円�

内　
　
　
　

容

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
、団
体
、企
業

町
内
に
住
所
を
有

す
る
個
人
、
団

体
、
企
業

対　
　
　
　

象

９
月
29
日
㈮
ま
で

（
町
商
工
振
興
課

☎
８
５
２･

５
２
２
２
）

９
月
29
日
㈮
ま
で

（
町
商
工
振
興
課

☎
８
５
２･

５
２
２
２
）

受
付
期
間
（
担
当
課
・
連
絡
先
）

３

町
外
か
ら
移
住
し
、
「
起
業
」
や
「
事
務
所
移

転
」
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す

起
業
や
事
務
所
移
転
の
た
め
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す

・
補
助
率　

２
分
の
１

・
交
付
限
度
額　

�

１
件
に
つ
き
50
万
円

�

五
城
目
町
に
移
住
し
て
３
年
以
内
の
方

で
、
今
年
度
中
に
起
業
や
事
務
所
移
転
を

す
る
方

９
月
29
日
㈮
ま
で

（
町
ま
ち
づ
く
り
課

☎
８
５
２･

５
３
６
１
）

５ ２

起
業
す
る
場
所
を
探
し
、
五
城
目
町
に
視
察
に
来

る
方
を
応
援
し
ま
す

雇
用
の
拡
大
と
雇
用
環
境
改
善
の
た
め
、
正
社
員

を
新
規
雇
用
し
た
事
業
所
を
応
援
し
ま
す

五
城
目
町
を
視
察
す
る
と
き
の
旅
費
や
宿
泊
費
な
ど
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

・
補
助
率　

２
分
の
１

・
交
付
限
度
額　

１
件
に
つ
き
２
万
円

※
五
城
目
町
に
宿
泊
す
る
こ
と
を
要
し
ま
す

事
業
所
で
定
め
る
雇
用
計
画
に
基
づ
く
正
社
員
の
採
用

に
補
助
し
ま
す

・
交
付
額　

１
人
に
つ
き
30
万
円
（
町
民
を
雇
用
）

　
　
　
　

１
人
に
つ
き
10
万
円
（
町
民
以
外
を
雇
用
）

・
限
度
額　

１
事
業
所
に
つ
き
１
２
０
万
円

起
業
し
よ
う
と
し
て
い
る
県
外
の
方

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
お

り
、
正
社
員
が
10
人
以
上
い
る
町
内
の
事

業
所

12
月
29
日
㈮
ま
で

（
町
ま
ち
づ
く
り
課

☎
８
５
２･

５
３
６
１
）

９
月
29
日
㈮
ま
で

（
町
商
工
振
興
課

☎
８
５
２･

５
２
２
２
）
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５
月
７
日
㈰
、午
前
９
時
か
ら
、

朝
市
通
り
と
朝
市
ふ
れ
あ
い
館

で
、
春
の
朝
市
「
山
菜
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

山
菜
ま
つ
り
で
は
、
山
菜
が
当

た
る
抽
選
会
や
山
菜
汁
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
旬
の
味
が
楽
し
め
る
企
画

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
春
の
山
菜

が
ド
ッ
サ
リ
並
ぶ
山
菜
ま
つ
り
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

種　　　　目 時　　間 内　　　容 場　　所

だまこ鍋コーナー
（米消費拡大） 午前10時～ 五城目町名物・こだわり

のだまこ鍋を販売 五城目郵便局前

桶そばコーナー
（商工会青年部） 午前10時～ 秋田杉の桶で提供

今年は山菜入り
秋田信用金庫
五城目支店前

山菜汁コーナー
（定市場組合） 午前10時～ 旬の山菜をふんだんに

使用
朝市通り

イベント広場前

朝 市 抽 選 会
（事務局） 午前9時30分～

当日朝市や商店会で
買物した方に抽選券を
配付
シドケ、アイコなどの山
菜が当たります

朝市ふれあい館
イベント広場

お問い合わせ　町商工振興課（☎852・5222）

※各ブースの開始時間はおおよそのものです。
※飲食ブースは売り切れ次第終了となります。ご了承ください。

本年７月９日㈰に
開催する秋田追分全
国大会に先立ち、秋
田追分を作り上げた
た鳥井森鈴の人とな
りがわかる講演会を
行います。
講演後、佐川篤さ

んや伊藤敏美さんら
のゲストによる秋田
万歳、秋田追分などのアトラクションを
行います。入場は無料です。皆さまのご
来場をお待ちしています。

▶日　時　５月30日㈫　午後２時30分～
▶講　師　�工藤一紘さん（�秋田郷土芸能推進協

議会会長）

　　　　　麻生正秋さん（民謡研究家）

▶場　所　五城目朝市ふれあい館
▶連絡先　�町商工振興課内秋田追分全国

大会実行委員会事務局（☎
852・5222）

　昨年11月に合併調印式を
行った町観光物産協会の設立総
会が３月23日、五城館で行わ
れました。
　総会では役員を選任したほ
か、各種イベントの開催、観光
案内人の育成、朝市振興などの
本年度事業計画を決定しまし
た。
　会長には千田善男さんが就任

し、「町の観光事業の振興と特
産品の販売促進を図るため、会
員一体となって頑張りたい」と
あいさつしました。
▶主な役員（敬称略）
　会　長　千田　善男（西　野）

　副会長　長谷川定夫（仲　町）

　　　　　佐藤　秀樹（岩城町）

　　　　　渡辺　信彦（東磯ノ目）

　専務理事　斎藤　　晋（長　町）

　町観光物産協会では会章を募集しています。
▶賞　　金　１万円
▶募集期間　６月15日㈭まで
▶応募方法　CD‐Rにデータを書き込んで提出
▶注　　意　・応募は１人３点まで
　　　　　　・未発表の作品に限る
　　　　　　・著作権は町観光物産協会に帰属
※�問い合わせ　�町商工振興課内町観光物産協会事務局（☎852・

5222）

秋田追分創始者
鳥井森鈴翁

鳥井森鈴講演会を
開催

観光協会・物産協会が合併し
町観光物産協会が設立

投票所別の投票者数と投票率
投票者数（人） 有権者数(人) 投 票 率（％）

五城目第１ 557 1,086 51.29

五城目第２ 701 1,324 52.95

五城目第３ 362 705 51.35

五城目第４ 330 658 50.15

五城目第５ 466 1,067 43.67

馬場目第１ 217 368 58.97

馬場目第２ 173 299 57.86

馬場目第３ 114 188 60.64

富津内第１ 335 572 58.57

富津内第２ 152 250 60.80

内 川 290 482 60.17

大 川 第 １ 420 766 54.83

大 川 第 ２ 216 334 64.67

森 山 300 568 52.82

合　　計 4,633 8,667 53.46

※投票者数と投票率は期日前投票分を含む

▲

当日有権者数8,667人（男3,987人、女4,680人）▲

投票者数4,633人（男2,184人・女2,449人）▲

有効投票数4,601票、無効投票数32票

　４月９日、第19回県知事選挙の投開票が行われました。
　本町の投票率は、53.46㌫で、前々回（平成21年４月
12日執行、62.90㌫。前回は無投票）を9.44㌽下回りま
した。

2,034人が期日前投票
　告示日の翌日の３月24日から４月８日まで、役場３階
会議室で行われた期日前投票を利用した人は2,034人で、
全投票者数の43.90㌫でした。

届出氏名 得票数 年齢 党派、現・新別

県知事選挙五城目町開票区開票結果（敬称略）

県知事選挙
投票率は53.46㌫

お申し込み・お問い合わせ
町チャレンジデー実行委員会（生涯学習課内　☎852・4411）

e-mail　challenge@town.gojome.akita.jp

・�蜜蜂と遠雷／恩田陸著
　・�ピアノコンクールを舞台に、人間の才
能と運命、そして音楽を描き切った青
春群像小説（直木賞受賞作品）

・�美はそこにあり／柴田裕巳著
・�騎士団長殺し／村上春樹著
　・第１部　顕れるイデア編
　・第２部　遷ろうメタファー編
※�町民センター２階・図書室は午後７時ま
で利用できます。

　絵本の読み聞かせを行います▲

日　時　５月７日㈰
　　　　　午前10時～午前11時▲

場　所　朝市ふれあい館▲

対　象　小学生以上

お問い合わせ
中央公民館（☎852・4411）

佐 竹 敬 久 3,285 69 無所属・現

寺 田 典 城

山 内 梅 良

1,033 76

283 69

無所属・元

日本共産党・新
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お問い合わせ　町住民生活課（☎852・5112）

愛犬の登録と年１回の狂犬病予防注射を忘れずに

06KOHO GOJOME No.994 2017.5.1

山での遭難や事故に気をつけましょう！ 登山計画書（登山届）の
提出を忘れずに

アメシロ等の防除機を
町内会に無料で貸し出します

クマに注意しましょう！

ヤマビルの吸血被害を防ぐには

　新緑の季節を迎え、登山や山菜
採り、渓流釣りなどで入山する機
会が増えます。入山するときは下
記のことに注意して、遭難や事故
を防ぎましょう。

❶ 山に入る前に
　●一人で山に入らない。
　●家族に行き先を告げる。
　●天気予報を確認する。
　● 服装は目立つ色（白やピン
ク）のものにする。

　● 携帯電話や予備の食料、雨
具、ライター、ナイフなど、
装備をきちんと整える。

　● 登山計画書（登山届）を提出
する。

❷ 山に入ったら
　● 同行者と離れない。
　● 声を掛け合い、お互いの居場
所を確認し合う。

　● 方向を見失わないようにす
る。

　● 早めに切り上げ、明るいうち
に下山する。

❸ もし迷ってしまったら
　● むやみに歩き回らないで、雨
風を防ぐ場所で救助を待つ。

　● 明るくなったら見晴らしのよ
い場所に出て救助を待つ。

　● ヘリコプターを見つけたら、
目立つ色のものを振って居場
所を知らせる。

　● 携帯電話の電
源は、必要時
以外こまめに
切る。

「登山計画書
（登山届）」は、
万が一、山で遭
難したり体調不
良で身動きがと
れなくなった場
合のために、登
る山を管轄する警察署または、県警
察本部地域課あてに提出するもので
す。
火山噴火などの災害時には、行方

不明者の捜索にも役立ちます。
提出は電子届出が便利です。詳し

くは秋田県警ＨＰ（http://www.
po l ice.p re f .ak i ta . jp/kenke i /
index.html）をご覧ください。また、
スマホ等で上記ＱＲコードから電子
申請・届け出することができます。

　アメリカシロヒ
トリなどの幼虫
は、樹木の葉を手
あたりしだいに食
いあらす害虫で
す。
　町では、町内会
に無料で防除機を
貸し出ししていま
す。薬剤と燃料も
無料で提供します
ので、ぜひ防除に
ご協力ください。

▼防　除　機　  背負動力噴霧機
　　　　　　（薬剤や燃料も無料で提供）

▼申し込み　 役場農林振興課（☎852・5215）に電
話予約し、借用申込書に記入してくださ
い。

※ 準備している防除機は２台です。早めに予約してく
ださい。

山菜・キノコ採りや登山、レジャー
など、山や屋外で作業するときは、ク
マと出会わない・引き寄せないよう心
がけ、クマによる被害を防ぎましょう。

●必ず２人以上で行動する
● 鈴やラジオなどで音を出しながら行動する
●子グマには絶対に近寄らない
● 足跡やフンを見つけたらその先に進まない
● 食べ物や残飯、容器などを捨てない

　山菜採りや山仕事などで山林に入る
ときは、ヤマビルの吸血被害にご注意
ください。

●肌を露出しない
● 袖口、襟元、長靴等とズボンの境目はガムテープで
密閉する
● 専用のスプレーや塩水を衣類や靴にかける

● リードはわんちゃんの命綱
　 　きちんとリードをつけて散歩し
ましょう。
● みんなできれいな街道を
　 　ウンチを拾ってみんなが気持ち
よく歩けるよう心がけましょう。

● 犬の放し飼いはしないでね
　他の人に迷惑をかけないよう、責
任をもった管理をしましょう。
● ちょっと待って、その行為
　 　野良犬にえさをやる前に、飼え
るかどうかよく考えましょう。

● 犬を飼えなくなった場合は
　 県動物管理センター
　（☎828・6561）へ
　ご相談ください。

５月は
適正飼養推進月間ですマナーを守って楽しいペットライフを！

狂犬病は感染して発症してし
まうと有効な治療法も無く、人
も犬も100㌫助からない恐い病
気です。狂犬病から命を守り、
社会の安全を守るためにも、年
１回の予防注射を必ず行いま
しょう。

▼注 射 料 金　１頭　3,250円

▼ 登録手数料　１頭　3,000円

※ 当日は料金、愛犬手帳、ハガ
キを持参してください。下記
のいずれの場所でも注射がで
きます。
※ 犬の登録は一生に一回きりの
もので、犬の所在する市町村
で行います。
※ 登録犬が死亡したり、転居な
どで登録内容の変更があった
りした場合は、役場住民生活
課へ届け出をしてください。

実施
月日 実　施　場　所 集　合　範　囲 実　施　時　間

５
月
９
日
㈫

大川多目的集会所前 大川・下樋口 9時20分～ 9時40分
旧加藤商店前 石崎・四ツ屋・曙町 9時50分～10時00分
谷地中公民館前 谷地中 10時05分～10時15分
西野公民館前 西　野 10時20分～10時25分

中川原公民館前 中川原・岩城町・樋口
上樋口・舘町 10時35分～10時45分

馬川交流センター前 高　崎 10時55分～11時15分

舘越旧バス停留所前 舘越・久保 11時20分～11時25分

５
月
10
日
㈬

帝釈寺公民館前 帝釈寺 9時20分～ 9時30分
町村集会所前 町村・門前 9時35分～ 9時45分
ふれあいセンター前 蓬内台・小野台 9時50分～10時00分
中村公民館前 中村・寺庭 10時10分～10時20分
平ノ下公民館前 平ノ下 10時25分～10時30分
水沢公民館前 水　沢 10時35分～10時40分
恋地
旧佐々木スタンド前 恋地・坊井地 10時50分～11時00分

杉沢集会所前 杉沢・合地 11時10分～11時15分

５
月
11
日
㈭

富津内地区公民館前 富田・黒土 9時20分～ 9時40分
台公民館前 脇乙・八田・台・御蔵下 9時50分～10時00分
高田・旧小玉商店前 高田・千日 10時10分～10時20分
中津又コミュニティ前 落　合 10時30分～10時35分
北村橋付近 北　村 10時45分～10時50分
旧滑多羅温泉バス停前 高樋・川堤 11時00分～11時05分

５
月
12
日
㈮

旧浅見内児童館前 浅見内 9時20分～ 9時30分
湯ノ又公民館前 湯ノ又・小川口 9時40分～ 9時50分
小倉公会堂前 小　倉 10時00分～10時05分
上山内公民館前 上山内 10時10分～10時15分
下山内公民館前 下山内 10時20分～10時30分
野田公民館前 野　田 10時40分～10時50分
旧JA森山出張所前 岡本１区・２区 11時00分～11時10分
浦横町消防ポンプ置場前 浦横町 11時20分～11時30分

５月
14日
㈰

田町・広月堂前 五城目地区 9時30分～10時30分
役場正面玄関前 五城目地区（全町） 10時40分～11時40分

お問い合わせ　
町住民生活課（☎852・5112）
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♦100歳を迎えられた方（４月20日現在）
３月25日　□□　□□さん（雀　　舘）
３月31日　□□□□□さん（町　　村）
♦90歳を迎えられた方（４月20日現在）
３月22日　□　　□□さん（森　山　荘）

３月26日　□□　□□さん（上　高　崎）

３月29日　□□　□□さん（岡本２区）
４月01日　□□　□□さん（帝　釈　寺）

４月15日　□□　□□さん（紀久栄町）
４月18日　□□　□□さん（広　青　苑）
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、
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働き者と評判

□□□□□さん
（町村・大正６年生まれ）

■ 健 診 ■
11日㈭
３歳児健康診査
対象　平成25年９月〜10月生まれ
受付　12時45分〜13時15分
場所　役場１階保健室
６月１日㈭
１歳６か月児健康診査
対象　平成27年９月〜11月生まれ
受付　12時45分〜13時15分
場所　役場１階保健室
25日㈭
乳児健康診査（４・７・10か月）
対象　平成28年７月、10月
　　　平成29年１月生まれ
受付　12時45分〜13時15分
場所　役場１階保健室

■ そ の 他 ■
９日・23日（第２・第４火曜日）
母子健康手帳の交付・妊婦相談
受付　９時〜15時
場所　健康福祉課
※�指定日以外で交付を希望される方は、
事前にご連絡下ください。
24日㈭
離乳食づくり教室
時間　10時〜12時
場所　ケアセンター五城目　２階
※対象者には通知済みです。
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□□　□□ちゃん
（下山内）

□□　□□くん
（築地町）

□□　　□くん
（新畑町）

▶２月23日健診

□□　□□くん
（中　村）

□□　□□くん
（新里町）

□□　□□ちゃん
（新里町）

おしゃべり好き

□  □ □ さん
（森山荘）

体力が自慢

□ □ □ □ さん
（上高崎）

日記が習慣

□ □ □ □ さん
（帝釈寺）
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趣味は読書とゲートボール

□ □ □ □ さん
（紀久栄町）

町健康福祉課
　☎８５２・５１８０
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入園、入学、就職おめでとうございます

▲���４月５日、もりやまこども園の入園のつどいが行
われました。０歳から５歳の新入園児は25人。園
児全員では187人となりました。

▲��４月７日、五城目第一中学校の入学式が行われま
した。五城目一中には54人が入学しました。新入
生を代表し、□□□さんは「五城目第一中学校の
生徒としての誇りを持ち、充実した生活を送る」
と誓いました。

▲��４月６日、県立五城目高等学校の入学式が行われ
ました。新入生は82人。□□□□さんが新入生を
代表し「日々の努力を怠らず、82名の仲間ととも
に歩んでいく」と誓いました。

▲��４月６日、五城館で町合同入社式を行いました。
出席者を代表し、あきた湖東農業協同組合に入社
した加藤剛さんが「社会人であることに自覚を持
ち、職場や地域の発展のために貢献していく」と
誓いました。
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Spring has finally set in. The air is fresh, and 
nature has awoken with bright, new colors!

In Japan, one way to signal the start of spring 
are hanami festivals. In America, dif ferent 
places have their own events to celebrate 
the changing seasons.

In Chicago, one festival held is the Kids and 
Kites Festival（キッズ アンド カイト フェスティバル）. 
It’s a festival where families can come and 
see professionals fly large kites, as well as 
try it themselves.

The City of Chicago even 
p r o v i d e s  k i t e  k i t s  f o r 
children to build, decorate, 
and  f l y .  The re  a re  a l so 
vendors who sell advanced 
kites.

Have you ever flown a kite?

ついに春になりました
ね。空気は新鮮で、自然は
鮮やかな新しい色となって
目を覚ましました！

日本では、春の始まりを
知らせることのひとつは花
見のお祭りです。アメリカでは、各地に季節の変わり
をお祝いするお祭りがあります。

シカゴで開催されるお祭りは、キッズ アンド カイ
ト（凧

たこ

） フェスティバルです。家族で行くことができ、
プロの人が大きな凧を揚げているのを見
たり、自分たちで凧を揚げてみたりする
ことができます。

シカゴ市役所は、子どもたちが凧を作
り、飾り付け、揚げることができるよう
に子どもたちに凧キットを配っていま
す。上級レベルの凧を売る業者もいます。

皆さん、凧を揚げたことがありますか。
シカゴでは、春に凧のお祭りが開催さ
れます

町の英語指導助手（ALT）の
ニッキさんの連載エッセイです。
キッズ アンド カイト フェスティバル
のお話しです。
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人

十
日
の
生
活
文
化
の
違
い	

下
夕
町
　
伊
藤
　
義
成

　
【
　
俳 

　
句
　
】

香
り
良
き
地
酒
饅
頭
春
う
ら
ら	

寺
　
庭
　
石
井
　
テ
ツ

春
う
ら
ら
シ
ュ
ー
マ
ン
を
聴
く
リ
サ
イ
タ
ル	

八
郎
潟
町
　
北
嶋
美
保
子

春
耕
や
峡
の
捨
て
田
に
祖
を
偲
ぶ	

高
　
千
　
小
玉
　
　
悦

大
物
の
鮒
飛
び
上
ぐ
る
朝
の
市	

高
　
崎
　
舘
岡
　
　
絢

　
【
　
川
　 

柳
　
】

揉
め
ぬ
よ
う
母
は
上
手
に
等
分
し	

長
　
町
　
平
川
の
ぶ
子

ひ
な
飾
り
春
へ
と
誘
う
陽
の
匂
い	

一
番
町
　
加
藤
　
星
花

今
な
ら
ば
親
孝
行
が
で
き
た
の
に	

畑
　
町
　
三
浦
　
春
水

ト
ラ
ブ
ル
の
元
は
釦
の
掛
け
違
い	

新
里
町
　
加
藤
　
円
心

（
敬
称
略
）

平
成
29
年
度
第
37
回
全
国
少
年
柔
道
大
会
秋
田
県
予
選
会

❖
団
体
戦　

▼
優　

勝　

畠
山　
　

凱
（
五
城
目
小
６
年
・
雄
武
館
山
中
道
場
）

東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
ア
シ
ッ
ク
ス
・
ト
ゥ
モ
ロ
ー
ラ
ン

❖
小
学
校
高
学
年　

２
㎞　
　
　

▼
第
１
位　

加
藤　

竜
聖
（
五
城
目
小
６
年
）

古
河
市
近
県
少
年
柔
道
大
会
第
12
回
力
善
Ｊ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

❖
３
年
男
子
の
部　

－
45
㎏
級　

▼
準
優
勝　

畠
山　
　

彪
（
五
城
目
小
３
年
）

❖
６
年
男
子
の
部　

70
㎏
超
級　

▼
準
優
勝　

畠
山　
　

凱
（
五
城
目
小
６
年
）

３
月
31
日
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
集
落
支
援
員
の
退
任
式

を
行
い
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
丑
田
香
澄
さ
ん
、

柳
澤
龍
さ
ん
、
石
田
万
梨
奈
さ
ん
は
、
平
成

26
年
か
ら
地
域
お
こ
し
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
。３

人
は
、「
首
都
圏
か
ら
起
業
を
目
的
と

し
た
移
住
を
促
進
し
、
定
住
さ
せ
る
こ
と
」、

「
農
商
工
連
携
に
よ
る
６
次
産
業
化
を
支
援

す
る
こ
と
」、「
起
業
化
支
援
や
地
域
密
着
型

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
に
よ
り
新
た
な
雇
用
を
生
み

出
す
」
と
い
う
町
か
ら
の
３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
達
成
し
ま
し
た
。

小
熊
隆
博
さ
ん
は
、平
成
27
年
に
着
任
し
、

空
き
家
利
活
用
に
よ
る
移
住
定
住
の
促
進
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、活
動
し
て
き
ま
し
た
。

利
活
用
可
能
な
空
き
家
を
掘
り
起
し
、
移

住
希
望
者
へ
の
情
報
を
発
信
し
、
空
き
家
所

有
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
力
を
注
ぎ
、
６
世

帯
24
人
の
移
住
を
実
現
し
ま
し
た
。

集
落
支
援
員
の
長
谷
川
成
美
さ
ん
は
、
平

成
26
年
か
ら
、
秋
田
県
市
町
村
未
来
づ
く
り

協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
元
気
と
安
心
で
幸
せ

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
元

気
な
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
と
し
て
、
集
落

の
生
活
機
能
の
維
持
、
地
域
活
動
の
な
ど
の

集
落
対
策
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
き
ま
し

た
。退

任
後
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
町
内
に
定
住
し
、

新
た
な
事
業
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・

集
落
支
援
員
の
５
人
が
退
任

４
月
１
日
、
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
渡
邉
幸
穂
さ
ん
（
新
潟
県
出
身
・
22
歳
）

が
着
任
し
ま
し
た
。

渡
邉
さ
ん
は
、
町
住
民
生
活
課
が
担
当

す
る
空
き
家
対
策
を
主
な
仕
事
と
し
、
町

へ
の
移
住
希
望

者
と
空
き
家
所

有
者
の
橋
渡

し
、
ス
ム
ー
ズ

な
定
住
を
促
進

し
て
い
き
ま

す
。
任
期
は
最

長
３
年
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　プロフィール　
　平成７年（1995年）生まれ、新潟県上
越市出身
　本年３月、秋田公立美術大学ビジュアル
アーツ専攻を１期生として卒業。在学中は
立体作品や映像・彫刻などを制作。県立美
術館やギャラリーでの展示のサポートを積
極的に行う。
　昨年４月、新町にオープンしたギャラリー
『ものかたり』のアルバイトがきっかけで
五城目町に。

♦
空
き
家
の
利
活
用
に
取
り
組
む

こ
ん
に
ち
は
‼
　
私
は
、
約
１
年

間
秋
田
市
か
ら
五
城
目
に
通
っ
て
ま

し
た
。
ほ
っ
ぺ
が
落
ち
る
ほ
ど
お
い

し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
朝
市
や
、

優
し
く
明
る
く
接
し
て
く
だ
さ
る
町

の
皆
さ
ん
、
森
山
や
馬
場
目
の
美
し

い
風
景
に
ど
ん
ど
ん
と
ほ
れ
込
み
ま

し
た
。

そ
ん
な
大
好
き
な
五
城
目
に
も
っ

と
も
っ
と
潜
り
込
み
、魅
力
を
発
見
し
、

「
五
城
目
に
住
み
た
い
‼
」
と
さ
ら

に
思
え
る
よ
う
な
情
報
を
発
信
し
て

い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
移
住
・
定
住
を
考
え
て
い

る
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
空
き
家
の
利

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
‼

渡
邉
　
幸
穂

渡　邉　幸
さち

　穂
ほ

さん
（中川原在住・22歳）

渡
邉
幸
穂
さ
ん

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

着
任

退任する５人に町長から感謝状が贈られました。

退任後は町内に定住し
新たな事業にチャレンジする５人の皆さん
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町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼のあるま
ちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（３月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 1件 南秋田郡町村議会議長連絡協議会定期総会懇親会 10,000円

会　費 4件
平成29年度潟上湖東地区保護司会五城目ブロック総会懇親
会、消防幹部意見交換会及び送別会、八郎湖周辺清掃事務組
合議会定例会懇親会、町観光物産協会設立総会懇親会

21,000円

その他 15件

五城目エコ・ファーマーズ総会、近畿五城目交流会、第50回
五城目地区交通指導隊連合会総会及び50周年記念式典、町
交通安全協会総会、町農業士会総会、町観光物産協会総会、町
認定農業者協議会総会、千代田区さくらまつりふるさと五城
目会への激励、みせっこあさみない一周年記念感謝祭、名刺
代、やまゆり栽培研究会定期総会、消防幹部会議送別会、退職
者記念品、町体育協会スポーツ賞表彰式、率浦大学修了式

120,471円

合 計 20件 151,471円
平成28年４月～平成29年３月の合計 1,040,279円

　

15 広報「ごじょうめ」994号　平成29年5月1日

2／ 町PTA連合会表彰式（町内）

11／町遭難対策委員会（役場）

16／ 健康づくり推進員会議（役
場）、八郎湖水質対策連絡
協議会総会（八郎潟町）

17／ ６月補正予算町長・副町
長査定（役場）

26／ 地域振興推進会議（秋田市）

29／ 市町村職員共済組合業務
監査（秋田市）、秋田共済定
期総会（秋田市）

30／ 県・市町村協働政策会議
総会（秋田市）

31／ チャレンジデー2017（町内）

事
務
局
長 

猿
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玲
子

課　

長（
統
括
）中道　

寿
保

課
長
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佐 

猿
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猿
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史

書　

記 

伊
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佐
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町　長　渡　邉　彦兵衛

副町長　武　田　和　栄

教育長　畑　澤　政　信
町職員の人事異動が４月１日付けでありました。配置は次のとおりです。

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】

【
議
会
事
務
局
】

【
総
　
務
　
課
】

【
ま
ち
づ
く
り
課
】

【
住
民
生
活
課
】

【
農
林
振
興
課
】

【
出
　
納
　
室
】

【
学
校
教
育
課
】

【
農
業
委
員
会
】

【
消
　
防
　
署
】

【
消
防
本
部
】

【
選
挙
管
理
委
員
会
】

【
生
涯
学
習
課
】

【
税
　
務
　
課
】

【
健
康
福
祉
課
】

【
商
工
振
興
課
】

【
建
　
設
　
課
】

平
成
28
年
度
定
年
退
職
者

工
藤　

政
彦

金
子　

成
敏

工
藤　

成
子

猿
田
美
枝
子

鳥
井　

浩
己

猿
田　

秀
樹

鈴
木　

典
子

原
田　

芳
博

石
川　

睦
子

こ
の
数
年
間
で
、
一
番
喜
び
と
感

動
に
包
ま
れ
た
の
は
、
一
昨
年
大
村

智
博
士
が
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
の
開
発

に
よ
り
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞

を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
先
生
は

私
が
学
生
の
時
の
担
任
で
こ
の
学
年

の
時
だ
け
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

受
賞
後
は
大
変
お
忙
し
く
、
記
念
の

同
期
会
は
昨
年
７
月
に
よ
う
や
く
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
お
父
様
は
常
日
頃
、
人
の

役
に
立
つ
事
を
す
る
よ
う
言
っ
て
お

ら
れ
た
そ
う
で
す
。
亡
く
な
ら
れ
た

奥
様
は
「
職
場
が
変
わ
る
度
に
お
給

料
が
違
う
の
ね
。
で
も
研
究
だ
け
は

続
け
て
下
さ
い
ね
。」
と
言
わ
れ
た
そ

う
で
す
。
奥
様
に
も
頭
が
下
が
り
ま

す
。
皆
さ
ん
深
く
頷
い
て
い
ま
し
た
。

先
生
の
お
話
を
伺
え
た
事
は
誇
り
に

思
い
ま
す
。

さ
て
私
は
こ
の
十
数
年
、
仕
事
の

合
間
に
古
布
で
作
る
細
工
物
を
習
っ

て
い
ま
す
。
仕
事
と
趣
味
で
バ
ラ
ン

ス
を
取
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、

大
自
然
を
感
じ
る
所
に
無
性
に
行
き

た
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
ま

れ
育
っ
た
五
城
目
町
が
歴
史
あ
る
町

で
、
日
本
の
原
風
景
を
色
濃
く
残
し

て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
数
年
に
一

度
帰
省
し
ま
す
が
、
森
山
、
馬
場
目

川
、
五
城
目
高
校
と
目
に
入
る
と
懐

か
し
さ
も
ピ
ー
ク
と
な
り
、
朝
市
か

ら
聞
こ
え
て
く
る
方
言
に
誘
わ
れ
て

す
ぐ
訛
っ
て
話
せ
る
の
が
嬉
し
い
で

す
。故

郷
が
あ
る
の
は
幸
い
で
す
。

二
つ
の
誇
り
と
感
謝

小
　
林
　
泰
　
子
（
24
期
卒
）

松橋　　勇さん

平成10年町功労者の松橋
勇さん（浅見内・89歳）が
４月４日に永眠されました。
松橋さんは、昭和59年か
ら３期12年間、町議会議員
を務め、その間、産業常任委
員会委員長を歴任され、町政
の進展に貢献されました。
また、五城目町農業協同組
合理事を４期12年間務めら
れたほか、町農業委員会委員
を務められ、農業の振興に寄
与されています。
昨年３月には旭日単光章
を受賞されました。
謹んで哀悼の意を表しま
す。



公営住宅の入居者を募集

▲

申し込み資格
・月額所得15万８千円以下の方
・�同居家族がいて住宅に困きゅうされ
ている方
・�申込者および同居親族が暴力団員で
ないこと
●矢場崎住宅18号
・場　所　�五城目町川崎字宮花10−60
・構　造　�木造平屋建（4LDK）、築29年
・家賃月額　10,600円～15,900円

（所得によって異なります）
●神明前住宅６号
・場　所　五城目町字神明前95−31
・構　造　�木造平屋建（3DK）、築41年
・家賃月額　6,400円～9,600円

（所得によって異なります）
●新広ケ野住宅47号
・場　所　五城目町高崎字広ケ野148
・構　造　�木造平屋建（4LDK）、築19年
・家賃月額　16,100円～23,900円

（所得によって異なります）

▲

募集期間　５月15日㈪まで▲

敷　　金　家賃の３か月分▲

入居予定日　６月６日㈫以降▲

必要書類
　�❶�申込書（役場２階の建設課に準備
しています（町ホームページから
ダウンロードも可））

　❷�入居しようとする方全員の住民票
（住民票謄本）

　❸�所得がある方の最新の所得課税証
明書全員分、納税証明書▲

保証人の書類
　❶連帯保証人の承諾書
　❷所得課税証明書
※�内部見学を希望される方はご連絡く
ださい。

いっしょに歌いましょう
「うたごえ喫茶」 in 五城館

　エレキギターの伴奏に合わせ、思い
出の歌を大合唱しませんか。
▶日　時　５月28日㈰
　　　　　午後１時30分～
　　　　　（受付：午後１時～）
▶会　場　五城館
▶参加料　�1,000円（ケーキとコー

ヒーまたは紅茶のセット）
▶曲目例　�「おぼろ月夜」「恋のフーガ」
　　　　　「学生時代」など
※エレキバンドの生演奏あり。

環境と文化のむらイベント
自然観察会と体験教室

▲

開催日時とイベント（参加は無料）
・５月７日㈰　「�シイタケの植菌体験」▲

会　場　環境と文化のむら（野鳥の森）▲

時　間　�午前10時～正午（午前の部）
　　　　　午後１時30分～

午後３時30分（午後の部）

「健康増進のための出前講座」
を希望する団体を募集

　町食生活改善推進協議会では、各地
区に出向いて、皆さんの健康づくりを
お手伝いしています。教室開催時の経
費は無料ですが、会場の手配・準備は
各団体でお願いします。▲

講座内容　�減塩ついて・減塩調理実
習・低栄養予防・認知症
予防▲

対象団体　町内の団体（７団体まで）▲

実施期間　７月～平成30年１月▲

受付期間　５月31日㈬まで

内川公民館各教室受講生を募集

⃝陶芸教室　 ▲

日　　程　�５月18日㈭から毎週木
曜日に開催（全８回）　 ▲

時　　間　午前10時～午後３時　 ▲

参 加 費　2,000円　 ▲

持 参 品　エプロン、昼食　 ▲

申込締切　５月20日㈯
⃝木工教室　 ▲

日　　程　�６月24日㈯から毎月１
回開催（全５回）　 ▲

時　　間　午前10時～正午　 ▲

参 加 費　700円～1,000円　 ▲

持 参 品　金づち、端布　 ▲

講　　師　伊藤　誠さん　 ▲

申込締切　５月31日㈬
⃝内川俳句会　 ▲

日　　程　�４月から毎月最終火曜
日に開催　 ▲

時　　間　午前10時～正午　 ▲

参 加 費　無料　 ▲

申込締切　随時

千代田区との児童交流の
ボランティア支援員を募集

　町と姉妹都市千
代田区の小学校高
学年児童が行う交
流体験活動を支援
してくださる方を
募集します。▲

活動内容　�千代田区訪問時の児童引
率、町での交流体験活動
の企画と支援▲

募集人数　若干名▲

活動期間　６月～平成30年１月▲

申込期限　５月31日㈬
※�交流事業での交通費・宿泊費などは
支給されます。

こども天翔太鼓教室参加者募集

▲

対　　象
　�町内の小学校３年生か
ら中学校３年生まで▲

練 習 日
　�６月～11月まで（月３
回程度）日曜日
　午後６時～午後７時▲

練習会場
　広域体育館第２体育館▲

申込期限
　５月15日㈪▲

説 明 会
　�５月23日㈫　午後６時30分から町
民センター２階「いずみ」

求職者のための
公共職業訓練受講生を募集

▲

訓練期間　７月４日㈫～12月26日㈫▲

訓練時間　午前９時20分～
午後３時40分▲

会　　場　ポリテクセンター秋田
（潟上市）▲

訓 練 科（定員）
　・電気設備技術科（15人）
　・ビル管理技術科（15人）▲

募集期間　５月29日㈪▲

受 講 料　�無料（テキスト代等は自
己負担）▲

応募資格　�ハローワークに求職申込
をされた方で、新たな技
術・技能を身につけて再
就職を希望される方

木造住宅の耐震診断を
補助します

　町では、地震による住宅の倒壊を未
然に防止し、皆さんの安全を確保する
ため、木造住宅の耐震診断費用の一部
を補助します。▲

対象住宅　�昭和56年５月31日以前
に建築された木造戸建て
住宅▲

補助限度額　３万円▲

申込期限　12月８日㈮
※�申込期限に関わらず、予算がなくな
り次第終了となります。

献血のお願い

　献血車が町を巡回します。
　ぜひ献血にご協力下さい。▲

実施日　５月15日㈪
・午前９時30分～11時
　　　　　……五城目警察署前
・午後０時30分～午後4時
　　　　　……五城目町役場前

計量器をハカリましょう
特定計量器の点検を行います

▲

期　日　５月18日㈭▲

時　間　午後１時30分～
午後３時30分▲

場　所　広域五城目体育館
※�証明や取り引きなどに使用する「は
かり」をお持ちの方は受検してくだ
さい。受検しないまま使用すると、
罰金を科せられることもあります。

工業統計調査を
実施します

　工業統計調査は我が国の工業の実態
を明らかにすることを目的とした統計
法に基づく報告義務がある重要な統計
です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興
などの基礎資料として利活用されま
す。
　調査時点は29年６月１日です。調査
票へのご回答をお願いいたします。

人権困りごと相談

　人権などの困りごとについて、人権
擁護委員にお気軽にご相談ください。▲
人権困りごと何でも相談室
・日　時　５月18日㈭
　　　　　午後３時～午後５時
・会　場　朝市ふれあい館

町社会福祉協議会
介護職員を募集

▲

募集職員　�訪問介護職員（ヘルパー
２級以上・自動車運転免
許ＡＴ限定可）▲

試　　験　書類選考・面接▲

待　　遇　臨時職員　日額5,900円▲

勤務時間　午前８時30分～
午後５時15分

　　　　　　休日出勤あり▲

雇用期間　平成30年３月31日まで
（更新の可能性あり）

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲

香典返しに代えて
・３月21日　５万円　□□□さん
　門　前　（亡き父　□さん）
・３月30日　３万円　□□□さん
　北北口　（亡き母　□□さん）
・４月 3日　３万円　□□□□さん
　畑　町　（亡き父　□□さん）
・４月18日　３万円　□□□□□さん
　舘　越　（亡き母　□□□さん）
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問い合わせ先
町建設課（☎852・5252）

申し込み・問い合わせ先
五城館（☎852・5300）

申し込み・問い合わせ先
町教育委員会学校教育課（☎852・5372）

申し込み・問い合わせ先
県環境と文化のむら（☎852・2202）

申し込み・問い合わせ先
町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先
町建設課（☎852・5252）

申し込み・問い合わせ先
町健康福祉課（☎852・5180）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

問い合わせ先
内川総合生きがいセンター（☎854・2314）

問い合わせ先
ポリテクセンター秋田（☎873・3178）

問い合わせ先
役場商工振興課（☎852・5222）

問い合わせ先
町健康福祉課（852・5180）

問い合わせ先
町総務課（852・5332）

問い合わせ先
町総務課（☎852・5332）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

春の全国交通安全運動が
実施されました
４月６日～15日まで期間、春の

全国交通安全運動が行われました。
本町でも各種団体がそれぞれの立場
で、さまざまな運動を展開し、安全
運転や交通ルールを守ることの大切
さを再認識するよう訴えかけました。

４月10日㈪町交通指導隊、町交通安全母
の会、五城目警察署協力で、町交通安全協
会による「学校施設訪問」が行われました。

平成29年飲酒運転等追放競争結果　１位（全県25市町村） 平成29年３月末現在



問い合わせ先
町建設課（☎852・5252）

県の委託を受けて草刈りをしよう
道路ふれあい・ふれあいの川
美化事業

　県が管理する道路や河
川の草刈り作業を町内会
等に委託する制度があり
ます。県との草刈り契約を希望する団
体は、ご相談ください。▲

要　　件
　  ・実施面積　1,000㎡以上
　・団　　体　 町内会、ボランティア団

体、水利組合、森林組合
やこれらに準ずる団体▲

申込期限　５月22日㈪

五城目高等学校
馬場目川クリーンアップ

　４月19日に開
催予定だった五城
目高第36回馬場
目川クリーンアッ
プは雨天延期とな
り、5月10日㈬午
前10時から実施
します。
　地域の皆さんも
ご協力ください。集合場所は五城目高
校生徒玄関前です。なお、雨天の場合
は中止します。

消防団員募集

　町では、消防団員を募集しています。
　４月２日、消防団の火災防御訓練を
町内６カ所で実施しました。

やまゆり栽培研究会会員募集

　やまゆり栽培研究会は、町花「やま
ゆり」の保護・増殖に努め、地域振興
を図ることを目的とした活動等を行っ
ています。
　あなたも一緒にやまゆりを育ててみ
ませんか。

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで
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○ 食育の日　

可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2017年 ６月ごみ収集日程表

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他

空きビン類

金属類他

空きカン類

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

7日・21日（水）　（全町）

11日・15日・18日
12日・15日・19日
22日・26日・29日

12日・16日・19日
13日・16日・20日
23日・27日・30日

13日・17日・10日
14日・17日・21日
24日・28日

10日（土）

24日（土）

12日（月）

13日（火）

14日（水）

8日（木）

9日（金）

26日（月）

27日（火）

28日（水）

22日（木）

23日（金）

平成28年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　鎌田妙菜子さん）

人にとっては小さなごみ　地球にとっては大問題
◆ 
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 
ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス
☎
８
４
５
・
７
０
９
９

❷　
加
藤
商
事
㈱　
　
　

☎
８
５
２
・
２
９
６
０

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

住
民
生
活
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で

◆ 

６
月
か
ら
蛍
光
管
、水
銀
体
温
計
、水
銀
血
圧

計
な
ど
の
水
銀
を
使
用
し
た
廃
棄
物
の
分

別
回
収
を
実
施
し
ま
す
。ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

今月の町税
軽自動車税と固定資産税１期の納期限は５月31

日㈬です。納期内納付にご協力をお願いします。
納税は納め忘れのない口座振替（通帳届出印を

お持ちになり金融機関で手続きください）が便利
です。

お問い合せ　町税務課（☎852・5144）

○憲法記念日
○ 祭典特別警戒
（本町部以外）

○ 介護予防膝らく
教室（馬場目地
区公民館・

10：00～）

○ 五城目高校馬場
目川クリーン
アップ（五城目高
玄関前集合・

10：00～）

○ チャレンジデー
2017（0：00～

21：00）
○ 介護予防膝らく
教室（馬場目地
区公民館・

10：00～）

○みどりの日

○ 人権困りごと何
でも相談室（朝
市ふれあい館・

15：00～）
○ 特定計量器定期
検査（広域五城
目体育館・

13：30～）

CM10：00
（秋田朝日放送）

○こどもの日

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）
○ 脳はつらつ教室
（森山地区公民
館・10：00～）

○ 県民防災の日
C M 5：2 5
（秋田朝日放送）

○ 五城目小大運動
会（五小グラウン
ド・9：00～）
○ 天王みどり学園
大運動会（県総
合教育センター
グラウンド・

9：20～）

○ 本町部祭典（上
町通り通行止め・
10：00～22：00）
○ 祭典特別警戒
（本町部）
○ 町番楽競演会
（五城目神明社・

19：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）
○ 鳥井森鈴講演会
（朝市ふれあい
館・14：30～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ ごじょうめ朝市
plus＋
○ 春の朝市「山菜
まつり」

○ 本町部祭典（上
町通り通行止め・
8：00～21：00）

○ 大名行列（五城
目神明社・
12：00出発）

○ 五城目一中開校
記念日

問い合わせ先
役場商工振興課（☎852・5222）

問い合わせ先
五城目高等学校（☎852・2531）

問い合わせ先
町消防本部（852・2028）



『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です
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□　□　　　□くん	 ３月14日	 □□・□□□	 下　樋　口

□　□　□□□ちゃん	 ３月17日	 □□・□□□	 岡本一区

□　□　□　□くん	 ３月27日	 □□・□□□	 新　里　町※	「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成29年３月末現在）
前月比 昨年比 ３月中の

人　口 9,719人 （－27）（－195） 転入者数
（男） 4,530人 （－16）（－ 96） 69人
（女） 5,189人 （－11）（－ 99） 転出者数
世　帯 4,111世帯 （－ 1）（－ 37） 79人

□　□　□　□さん	 76歳	３月 2日	大川３区
□　□　□　□さん	 81歳	３月 2日	雀　　舘
□□□　□　□さん	 81歳	３月 2日	湯ノ又３区
□　□　□　□さん	 87歳	３月 3日	舘　　越
□　□　□　□さん	 92歳	３月 4日	仲　　町
□　　　□　□さん	 88歳	３月 6日	畑　　町
□　□　□　□さん	 88歳	３月 7日	畑　　町
□　□　　　□さん	 93歳	３月10日	門　　前
□　□　□□□さん	 88歳	３月13日	小　　倉
□　□　□　□さん	 71歳	３月14日	下　樋　口
□　□　□　□さん	 80歳	３月15日	富　　田
□　□　□　□さん	 74歳	３月16日	樋　　口
□　□　□　□さん	 75歳	３月17日	大川３区
□　□　□　□さん	 82歳	３月22日	曙　　町
□　□　□　□さん	 97歳	３月24日	森　山　荘
□　□　　　□さん	 88歳	３月26日	蓬　内　台
□　□　□　□さん	 81歳	３月29日	石　　崎
□　□　□□□さん	 79歳	３月30日	西　　野

29
年
度
も
広
報
に
関
わ
る
こ

と
に
な
り
、マ
イ
カ
メ
ラ
を
購
入

し
ま
し
た
。そ
こ
そ
こ
の
値
が
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
、今
ま
で
使
っ

て
い
た
も
の
よ
り
も
ス
ペ
ッ
ク
が

格
段
に
上
が
り
ま
し
た
。こ
の
カ

メ
ラ
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
行
わ

れ
る
多
く
の
イ
ベン
ト
に
顔
を
出

し
ま
す
。今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（
藤
田
倫
治
）

昭
和
34
年
１
月
に
発
行
し
た

「
五
城
目
広
報
１
号
」か
ら
平
成

15
年
４
月
に
発
行
し
た「
広
報
ご

じ
ょ
う
め
８
２
５
号
」ま
で
の「
昔

の
広
報
」を
町
の
ホ
ー
ム
ペー
ジ

に
公
開
し
ま
し
た
。古
く
な
っ
て

読
み
に
く
い
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、町
の
で
き
ご
と
を
振
り
返
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
覧

く
だ
さ
い
。（
柏
　

和
順
）

はじめまして

□□　□□□　です
よろしくネ！

「	陽
ひ

だまりのように温かく、　　　　
心の優しい女の子になってね。　　
お兄ちゃんといっぱい遊ぼうね�」

父・母・兄から




